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kinase 1-interacting protein (SKIP)は、インクレチンを分泌する消化管内分泌細胞（K
細胞、L細胞）にも発現されるが、その役割は一切不明である。本研究では、SKIP欠損が
































膵β細胞においてグルコース応答性インスリン分泌を負に制御する sphingosine kinase 














以上の研究は、代謝機能不全を伴う 2 型糖尿病に対する新たな治療標的としての SKIP
の可能性を示し、糖尿病学の発展に寄与するところが多い。 
したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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